
  

 

 

 

 

リウマチセンターでは、年に1回、定期的にリウマチ調査を実施しています。 

この調査の目的は、リウマチ診療にとって年に1回は必要と考えられる検査を一斉に行うことで、 

リウマチ患者さんの特徴を把握し、今後の診療に役立てていくためです。 

本年は 5月から開始します。 

① 血液検査・尿検査 

 

 

 

 

 

② X線検査・心電図検査・骨密度検査 

 

 

③ アンケート調査 

 

④ 動脈硬化とメタボの検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご不明な点がありましたら、主治医や外来スタッフにおたずねください。 

第５回リウマチ調査のご案内

順 

リウマチ患者さんにとって年に1回は確認しておいたほうがよい項目

（リウマチの予後予測因子や、高脂血症、糖尿病、骨粗鬆症、膠原病

の合併など）を検査しますので、いつもの採血より少し検査費がかか

ります。検査の際に、研究用に1本、血液を余分に採って検体を保存

させてください。 

関節や胸部の年1回のレントゲン検査を受けてください。 

心電図検査や骨密度検査は必須ではありませんが、 

この機会に受けておくことをおすすめします。 

リウマチにかかわる日常生活に関してアンケート調査します。 

少し枚数が多いですが、ご協力をよろしくお願いします。 

リウマチ患者さんは、動脈硬化やメタボリックシンドローム

のリスクが高いことが知られているため、人間ドックなどで

行われている、頚動脈のエコー検査と内臓脂肪の測定を行い

ます。こちらは研究目的で行いますので、この検査について

は、費用負担はかかりません。 


